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2022年度募集要項 
 

実施期間： 
8月 8日（月）～ 9月 3日（土） 

（9月 4日（日）日本帰着） 
研修費用：$3,500(全員に$300奨学金!) 
現地検査実費：$250 
 
＜研修費に含まれるもの＞ 
授業料、宿泊費、食費（平日３食、土日祝日  
２食）、フィールドトリップ(含交通費)、シャトルバス、
ランドリー、キャンパスアクティビティー、空港送迎 
 
＜その他の費用＞ 
・航空券代／燃油サーチャージ／空港諸税 
・パスポート代／ESTA申請費用 
・予防接種費用 
・渡航前検査・証明書費用 
・帰国前検査で陽性が判明した場合       
（延泊$60／泊、追加帰国前検査$100／回、       
空港見送$50ほか各種延長・キャンセル費用） 
・オプショナルフィールドトリップ料金  
  プリマス-$50 
  セーラム-$50 
  Six Flags (テーマパーク)-$90 （予定） 
 
＜注意点＞ 
※申込前に、本募集要項および説明会内容を
必ず確認のうえお申込みください。 

※申込時に誓約書の提出が必要です。 
※プログラムの定員は 80名先着順。 
※定員のあるフォーカスグループは 18名先着。 
※フォーカスグループ毎の最小催行人数は   

12名です。 
※オプショナルフィールドトリップは、プログラム申込
時にお申し込みください。費用は現地にて  
現金もしくはクレジットカード（Visa、
Master ）支払いとなります。 

※キャンセル料は出発 1 ヶ月前までは無料、 
出発 30日前から出発まではプログラム費と 
オプショナルフィールドトリップ費の 10％、   
出発後は 100％となります。 

※航空券発券後のキャンセルに際し、航空会社
によってはキャンセル料が 40％－100％かか
る場合があります。 

プログラム説明会 
4/12(火)  昼休み＠Global Lounge 
4/20(水)  昼休み＠zoom 
4/27(水)  昼休み＠Global Lounge 
ランチを食べながら気軽にご参加ください。 
立ち見になる場合があります。 
------------------------------------- 
＜問い合わせ先＞ 
昭和女子大学 国際交流センター (CIE)                 
Email: ciestaff@swu.ac.jp 

Showa Boston Institute 
www.showaboston.edu 

申込開始: 4月 12日(火）14:00

申込締切: 5月 6日(金）正午 

1日のスケジュール例： 

7:30 - 8:00 am     カフェテリアにて朝食 

8:00 - 9:40 am     一般英語（レベル別） 

9:50 - 11:30 am    専門英語 

11:30 - 12:30 pm    カフェテリアにて昼食 

12:30 - 3:00 pm   専門フィールドトリップ又は講義 
（終了時刻は日によって異なります） 

3:00 - 10:00 pm  自由時間 

※カフェテリアの夕食時間は 5:00– 6:30 pm  

 

 

BOSTON 
SUMMER SESSION 
2022 
8つのフォーカスグループから興味のあるひとつを選び、 

専門分野を通して“英語で”アメリカの実情を学ぼう！  

実践的な英語を身につけて BOSTONの街に出よう！  
 
レベル別の一般英語の授業に加え、選択したフォーカスグループ別の専門英語、フォーカス 
クラス別の専門授業（フィールドトリップ含む）を履修します。午前中に一般英語と専門 
英語の 2 つの語学授業を履修します。英語の授業は大学院修了者または TESOL有 
資格者で、日本人を対象とした教育経験の豊富な教員によって行われます。午後は 
フォーカスグループに分かれて専門の授業とフィールドトリップを実施します。午前中の専門 
英語のクラスで事前に必要な単語や知識を学ぶので、フォーカスクラスの訪問先で見聞き 
する専門用語も理解できます。日本語のサポートがつくので、英語力を問わず専門知識も 
しっかり吸収して各分野の現場を体感できます。神戸女学院大学など他大学からも多くの 
学生が参加する夏季ならではのプログラムです。 

April 1st. 2022 

※時間はすべて日本時間 

mailto:ciestaff@swu.ac.jp
http://www.showaboston.edu/


 

 

アメリカ文化 

マサチューセッツ州は１６２０年に清教徒が入植して以来アメリカ建国に大きな役割を果たしてきま

した。アメリカ独立戦争の発端の地でもある州都ボストンで移民、原住民、歴史、カレッジライフ、

政治、アート、音楽などアメリカ文化を全般的に学びます。また、アメリカの歴史がどのようにアメ

リカ文化に影響を与えたのか、Boston Tea Party Museumや Isabella Stewart Gardner Museumなど

へのフィールドトリップ、ゲストスピーカーの講義やディスカッションを通して考えます。 

アメリカン・ビジネス 
New Balanceなど多様なビジネスの現場やケース・スタディー教育で有名な Harvard Business 

Schoolも訪問します。ビジネスに必要な用語やコンセプト、マナーなどを学びます。ビジネスの専攻

でなくても大丈夫です。将来企業で働くことを考えている人や起業家を目指す人にとって、世界を動

かしているアメリカン・ビジネスを勉強することは自分の将来を考える上できっと役立つはずです。 

ミュージアム＆ 
アート・コレクションズ 

（定員 18 名） 

MFAボストン美術館や Harvard University Museumsをはじめ、世界的評価が高い美術館、博物館、建

築物を訪れ、ミュージアムの運営、展覧会企画、作品展示、作品の保存などについて、現職学芸員や

スタッフにお話を聞きます。日本とのゆかりの深いボストンで大切に扱われている日本美術やジャポ

ニズムの影響を受けた芸術家の作品などを観る事によって日本美術や文化を外から見つめ直す機会と

もなります。また、ギャラリーではアートのビジネス面についても学びます。 

心理学 
（定員 18 名） 

教育心理、社会心理、臨床心理、発達心理、犯罪心理などを研究、応用する大学の研究室、Boston 

Higashi Schoolなど専門施設を訪問し、最先端の現場で活躍する研究者や専門職員の話を聞きます。

視察前後に関連領域の討議や講義を行いますので、見るだけでなくアメリカでの心理学の研究と応用

について理解を深めることができます。また、アメリカでよく使われているマイヤーブリッグズ性格

診断なども実際に体験していただけます。 

ホスピタリティ 
（定員 18 名） 

日本で「おもてなし」を意味するホスピタリティは、アメリカでも重要なビジネスで、歴史、文化、

芸術、学術の町であるボストンへは国内はもちろんのこと海外からも多くのビジターが集まります。

ホテル、航空会社、等への訪問や講義を通じて、多くの産業に共通するホスピタリティの精神と実践

を学びます。このプログラムは JALボストン支店のご協力を頂いて実施しています。 
 

フードマネジメント 
（定員 18 名） 

 

SYSCOや FISKなどレストラン、給食会社、最先端の安全管理体制を持つ食材配給会社などの現場を見

学します。食の生産管理や流通、品質安全管理、アメリカにおける食の課題など様々な場面で食安全

とマネジメントに関わって活躍する人たちの生の声を聞きます。また、多民族国家のアメリカに存在

するコーシャー、ハラル、ヴィーガンなど多様な食文化や習慣についても学べます。 

アメリカン・メディア 
（定員 18 名） 

新聞、ラジオ、テレビに代表されるマスメディアの他に、インターネット、ネットワーキンググルー

プなど比較的新しいメディアを介したアメリカにおける情報の発信、伝達、共有について学びます。

WGBHや Community Media Stationなどテレビ局や若者文化の発信地などを訪問するとともに、新しい

メディアがどのように国民のプライバシーを守りながら、憲法で保障されている表現の自由および 

報道の自由の権利を行使していくのかも考えます。 

アート＆デザイン 
※環境デザイン学科学生限定 

古い石畳がある伝統的な街並みから、若者向けのユニークな店舗が立ち並ぶお洒落なショッピング街 

まで、また、アメリカ独立戦争前からの建物と隣り合う近代的なビルなど、新旧様々なボストンの魅 

力を体感します。様々なインテリアデザインを見られる Boston Design Centerや Vera Wang Bridal 

Salonなどマーチャンダイジング現場見学を通じて、アメリカならではのデザインアプローチや最先端

のトレンドを学びます。 

 
 

 

 

 

アクティビティ― 

地元の人や協定大学の学生を招待してサマーフェスティバルを開催します。ま
た、寮生活を共にするアメリカ人のレジデント・アシスタント（RA）が中心になっ
て実施するイベントも毎週盛りだくさんです。さらに、授業の後や週末には、シャト
ルバスで街に出て、教室で習った英語をすぐに実践で使えます 

 

昭和ボストンキャンパス 

昭和ボストンキャンパスはボストン中心部から車で 15分ほどの小高い丘の上、
閑静な住宅街にあり、約 48,000坪の広大な敷地に 300人以上滞在できる
学生寮(2-4名/1室）と教室棟があります。カフェテリア、レクチャーホール、 
図書室をはじめ、プール、ジャグジー、フィットネスルーム、テニスコートやバスケット
コートなどがあります。また 24時間対応のセキュリティーシステムと日本人看護
師が常駐する保健室を備え、バイリンガルスタッフもサポートしますので、海外が
初めての方でも安心して滞在できます。 

 

※コロナウイルスの感染拡大状況によっては、フィールドトリップ先やゲストスピーカーなどスケジュールが変更となる場合があります。ご了承ください。 
※定員があるフォーカスグループは先着順。人数には他大学からの参加者数も含みます。 

フォーカスグループ 一覧 



 

 

Boston Summer Session 2022 

スケジュール例 
 

Date 1st Period 2nd Period PM 

8-Aug Monday 日本発/ボストン着 

9-Aug Tuesday 開会式 オリエンテーション オリエンテーション 

10-Aug Wednesday レベル別一般英語 専門英語 フォーカス・クラス 

11-Aug Thursday レベル別一般英語 フィールドトリップ【フリーダムトレイル】   

12-Aug Friday レベル別一般英語 専門英語 フォーカス・クラス 

13-Aug Saturday フリー 

14-Aug Sunday フリー 

15-Aug Monday レベル別一般英語 専門英語 フォーカス・クラス 

16-Aug Tuesday  レベル別一般英語 専門英語 フォーカス・クラス 

17-Aug Wednesday レベル別一般英語 専門英語 フォーカス・フィールドトリップ 

18-Aug Thursday フリーまたはオプショナルトリップ【プリマス】 

19-Aug Friday レベル別一般英語 専門英語 サマーフェスティバル 

20-Aug Saturday フリー 

21-Aug Sunday フリー 

22-Aug Monday フリー フォーカス・クラス 

23-Aug Tuesday  レベル別一般英語 専門英語 ゲストスピーカー 

24-Aug Wednesday レベル別一般英語 専門英語 フォーカス・クラス 

25-Aug Thursday フリーまたはオプショナルトリップ【セーラム】 

26-Aug Friday レベル別一般英語 専門英語 フリー 

27-Aug Saturday オプショナルトリップ【シックス フラッグス (テーマパーク)】 

28-Aug Sunday フリー 

29-Aug Monday レベル別一般英語  専門英語 フォーカス・クラス 

30-Aug Tuesday  レベル別一般英語 専門英語 フォーカス・フィールドトリップ 

31-Aug Wednesday レベル別一般英語 専門英語 フォーカス・クラス 

1-Sep Thursday レベル別一般英語 閉会式 フリー 

2-Sep Friday 自主研究の日・フリー 

3-Sep Saturday ボストン出発 

4-Sep Sunday 日本着 

       
 

   レベル別一般英語と専門英語 
 

4週間という短期間に効率よく英語を学習するために、一般英語の授業はレベル別に学びます。渡航前にオンラインで  

プレイスメントテストを受けて 3 つのレベルからなるクラスに振り分けられ、自分のレベルに合った授業を受けることができます。

専門英語のクラスはレベルに関係なく、フォーカスグループごとに授業を受けます。ここでは、午後のフォーカスクラスで使う専

門用語や言い回しを学んだり、フォーカスグループのテーマに沿った授業を英語で受けます。 
 

午後のフォーカス・クラス  
 

午後は選択したフォーカスクラスの授業を受け、その分野を専門とする研究者や教員にアメリカの最新  

事情を学びます。２回のフォーカス別フィールドトリップと 1~2名のゲストスピーカーの講義もあります。 



 

日帰りオプショナルトリップ 

プリマス植民地博物館 

プリマス植民地野外博物館では博物館員が 17世紀の人の身なりをし

て説明をしてくれます。当時のネイティブ・アメリカンと清教徒の

村にタイムスリップして、当時の生活を見て、聞いて、触ることが

できるユニークな博物館です。 

ワンパノーアグ・インディ

アンの村 
まず最初に訪問するのは 17世紀のワンパ

ノーアグ・インディアンの村です。この村

で働く博物館員は皆アメリカン・インディ

アンの血を引き、数ヶ月の研修を受けて当

時のインディアンの暮らし、歴史、文化や

言葉を学び、訪問者に紹介しています。当

時の家や集会所、料理や鹿皮でできている

服などを実際に見て手に取ることができます。先住民の歴史、文化、生活につい

てどんどん博物館員に質問してください。 

 

１７世紀清教徒の村 
川のほとりでカヌーを作っているインデ

ィアンの仕事振りを見ながらさらに歩い

て行くと、17世紀の清教徒の村の出てき

ます。ここでは博物館員が役者のように

それぞれ違う役柄を持ち、当時の服装に

身を包み、当時の英語を使って話しかけ

てきます。移住して来た時のこと、家族

のこと、子供の教育、食生活のことなど

色々と尋ねてみましょう。 

東洋貿易と魔女狩りの町セーラム  
 

1626 年にヨーロッパ移民が移り住み、東

洋貿易港としても栄えたセーラムのダウン

タウンは、現在、レストランやお店は地元

の人や観光客で賑わい、週末には無料コン

サートやイベントも催されています。この

街の中心街のエセックス・ストリートをぶ

らぶら散歩してみてください。 

 

ピーボディ・エセックス美術館  
大森貝塚を発見し、ボストン美術館東洋美術部門に

関わったエドワード・モースも館長を務めたことが

ある美術館・博物館。東洋貿易で栄えた町だけあっ

て、東洋の芸術品の他ミュージアムギャラリーで

は、船首の飾り像を一堂に集めた珍しいコーナーが

あり、船の守り神として飾られた女神像が一角を占

める様は圧巻。絵画や模型、航海用の地図、捕鯨用

具など、海に関するコクレクションもあります。 

 
セーラム魔女博物館 
1692年、セーラムの街で起こった魔女狩りの

シーンを再現した博物館です。少女が発した怪

しげな言葉から、セーラムの魔女狩りが始まり

ました。180人もの人々が嫌疑にかけられ、19
人が絞首刑にされました。魔女裁判などを、ロ

ウ人形を使った芝居仕立ての解説があります。 
 

 

 

※昭和ボストンの全てのオプショナルトリップには教職員が引率します。 

 

Six Flags New England テーマパーク 
 

マサチューセッツ州スプリングフィールドの西部

郊外、マサチューセッツ州アガワムにある遊園地

です。ローラーコースターが 12基。Superman The 

Ride, Goliath など有名な絶叫マシーンに乗ろ

う！ローラーコースターが苦手に人には他のアト

ラクションやライブショーなどもあります。  

他校の留学生と一緒になることもあります。 

 

【重要】 

コロナ影響下でのプログラム申込について 
2022 年 3 月 31 日時点で米国は外務省の定める感染

症危険情報 レベル３（渡航中止勧告）に指定され

ています。ご理解のうえ、自らの判断と責任におい

てお申込みください。 

通常の準備に加えて、コロナ関連の以下の準備が 

参加の条件となります。 

・申込時に【新型コロナウィルス感染症の影響下に

おける渡航についての誓約書】の提出 

・コロナワクチン 3 回目までの接種完了（プログラ

ム参加時点で 2 回目接種から 6 か月未満の場合のみ

2 回目までで渡航可能。5 か月を超えた場合は現地

で接種。） 

・渡航 1 日以内の検査と陰性証明書の取得 

・ワクチンパスポートの取得 

※日米両国の水際対策の変更等によって必要な手続きが変更になること

があります。 

※感染状況、安全レベルが急激に悪化した場合には渡航までの日数にか

かわらず中止を判断し自己負担の費用が発生することがあります。 

※必ず説明会にご参加のうえお申込みください。 

 


	SS2020 overallPg1final
	SS2020 overalPg2final
	Summer Session 2022 leaflet p3
	Summer Session 2022 leaflet p4
	日帰りオプショナルトリップ
	プリマス植民地博物館
	プリマス植民地野外博物館では博物館員が17世紀の人の身なりをして説明をしてくれます。当時のネイティブ・アメリカンと清教徒の村にタイムスリップして、当時の生活を見て、聞いて、触ることができるユニークな博物館です。
	ワンパノーアグ・インディアンの村
	１７世紀清教徒の村


